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今回の内容

介護保険法施行令の一部を改正する政令の公布について
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老発 o3 2 6第 5号

平成 26年 3月 26日
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厚生労働省老健局長

(公印省略)

介護保険法施行令の一部を改正する政令の公布について

本目、「介護保険法施行令の一部を改正する政令(平成26年政令第82号)J 

が公布されたところであるが この改正の趣旨及び主な内容は下記のとお

りであるので、御了知の上、管内市町村(特別区を含む。)を始め、関係

者、関係団体等に対し、その周知徹底を図るとともに、その運用に遺漏の

ないようにされたい。

言己

第 1 改正の趣旨

平成 26年度予算では、認知症初期集中支援チーム等の認知症施策やコー

ディネーターの配置等の生活支援サービスの基盤整備を推進するため、介

護保険財源を用い市町村が実施する地域支援事業の任意事業に位置づける。

平成 26年度は第 5期事業計画期間の最終年度であり、既に地域支援事業

の上限額まで事業を実施している市町村もあることから、円滑に事業を実

施するため特例として上限を引き上げる必要があるため、所要の政令改正

を行う。

第2 改正の概要

平成26年度において認知症である被保険者に対する支援又は被保険者の

地域における自立した日常生活の支援に係る体制の整備の促進を行う事業

として厚生労働大臣が定めるものを拡充しようとする市町村又は新たに実

施しようとする市町村について、地域支援事業の額の特例を定めることと
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する。具体的には、第3のとおり、介護保険法施行令(平成 10年政令第 412

号。以下「施行令」という。)第 37条の 2第 1項及び第 3項を読み替える

こととする。なお、 「認知症である被保険者に対する支援又は被保険者の

地域における自立した日常生活の支援に係る体制の整備の促進を行う事業

として厚生労働大臣が定めるもの」については、別途厚生労働省告示を発

出予定である。

第 3 改正の内容

平成 26年度において介護保険法(平成9年法律第 123号)第 115条の 45

第3項第 3号に掲げる事業のうち認知症である被保険者に対する支援又は

被保険者の地域における自立した日常生活の支援に係る体制の整備の促進

を行う事業として厚生労働大臣が定めるものを拡充しようとする市町村又

は新たに実施しようとする市町村についての施行令第 37条の 13の規定の

適用については、以下のとおりとする(下線部が平成 26年度の特例として

読み替える部分。)。

介護保険法施行令

第 37条の 13 法第 115条の 45第4項に規定する政令で定める額は、各市

町村につき、市町村介護保険事業計画(法第 117条第 1項に規定する市

町村介護保険事業計画をいう。)に定める介護給付等対象サービス(法

第 24条第 2項に規定する介護給付等対象サービスをいう。)の見込量等

に基づいて算定した各年度の介護給付等(法第 20条に規定する介護給付

等をいう。次項において同じ。)に要する費用の予想額(以下この条に

おいて「給付見込額」という。)に 100分の 3を乗じて得た額に 2500万

円を加えた額を超えない範囲で厚生労働大臣が相当と認める額(法第 115

条の 45に規定する地域支援事業(以下「地域支援事業」という。)のう

ち介護予防等事業(法第 122条の 2第 1項に規定する介護予防等事業を

いう。以下この項及び第3項において同じ。)については給付見込額に

100分の 2を乗じて得た額、地域支援事業(介護予防等事業を除く。)に

ついては給付見込額に 100分の 2を乗じて得た額に 2500万円を加えた額

を超えない範囲で厚生労働大臣が相当と認める額)とする。

2 (略)

3 第 1項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる市町村にあっては、法

第 115条の 45第4項に規定する政令で定める額は、当該各号に定める額

とすることができる。

一 給付見込額に 100分の1.5を乗じて得た額が 300万円に満たない市
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町村地域支援事業(介護予防等事業を除く。)に係る政令で定める

額は 2800万円を超えない範囲で厚生労働大臣が相当と認める額とし、

介護予防等事業に係る政令で定める額は給付見込額に 100分の1.5を

乗、じて得た額

二前号に掲げる市町村以外の市町村であって、法第 115条の 45第 2項

各号に掲げる事業の全てを一括して行うもの(厚生労働大臣が被保険

者の住み慣れた地域における自立した日常生活の支援に資するため同

条第六項に規定する介護予防・日常生活支援総合事業を実施すること

が特に必要でーあると認める市町村に限り、地域支援事業に要する費用

の予想額が給付見込額に百分の三を乗じて得た額を超えず、かっ、介

護予防等事業に要する費用の予想額が給付見込額に百分の二を乗じて

得た額を超えない市町村を除く。) イ又はロに掲げる市町村の区分

に応じ、それぞれイ又はロに定める額

イ (略)

ロ 地域支援事業に要する費用の予想額が給付見込額に 100分の 3を

乗じて得た額を超える市町村 (1)又は(2)に掲げる市町村の区分に応

じ、それぞれ(1)又は(2)に定める額

(1) 介護予防等事業に要する費用の予想額が給付見込額に 100分の

2を乗じて得た額を超えない市町村 地域支援事業に係る政令

で定める額は給付見込額に 100分の4を乗じて得た額に 2500万

円を加えた額を超えない範囲で厚生労働大臣が相当と認める額

とし、介護予防等事業に係る政令で定める額は給付見込額に 100

分の 2を乗じて得た額

(2) 介護予防等事業に要する費用の予想額が給付見込額に 100分の

2を乗じて得た額を超える市町村 地域支援事業に係る政令で定

める額は給付見込額に 100分の4を乗じて得た額に 2500万円を加

主主璽を超えない範囲で厚生労働大臣が相当と認める額とし、介

護予防等事業に係る政令で定める額は給付見込額に 100分の 3を

乗じて得た額を超えない範囲で厚生労働大臣が相当と認める額

第4 施行期日

公布の日から施行する。
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(号外第 64号)

政
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市
〕

幸E

O
行
政
機
関
職
員
定
員
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
(
七
六
〉

O
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
断
固
定
措
置

法
施
行
令
の
ア
泌
を
改
正
す
る
政
令

(
七
七
)

O
公
害
健
康
被
害
の
柿
償
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
(
七
八
)

O
特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
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務
服

行
担
保
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等
に
関
す
る
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措
置
法
施
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令
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一
部
を
改
正
す
る
政
令
(
じ
九
)

O
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禁
物
の
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に
関
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る
法
律

施
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令
の
一
部
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改
正
す
る
政
令
(
八

O
)

O
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
(
八
一
)

O
介
灘
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
(
八
二
)

O
平
成
三
十
六
年
度
に
お
け
る
児
虫
手
当
法

に
基
づ
き
一
般
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
拠

出
金
に
係
る
拠
出
金
率
を
定
め
る
政
令

(
八
一
ニ
)

rム噌

国水n/t，日平成 26年 3月 26日

府

A
明
〕

。
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方

法
に
閲
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令
(
内
閣
府
一
九
)

。

( 号外)
独立行政法入国立印刷局

省

令

一
O
総
務
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

一
令
(
総
務
一
八
)

一
O
法
務
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

一

令

(

法

務

四

)

一

一
O
文
部
科
学
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す

一
る
省
令
(
文
部
科
学
二
一
)

一
O
厚
生
労
働
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す

一
る
省
令
(
厚
生
労
働
二
四
)

一
O
経
済
産
業
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す

一
る
省
令
(
経
済
産
業
二
ニ
)

一
O
国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

一
る
省
令
(
国
土
交
通
二
二
)

一
O
気
象
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

一
冷
(
同
一
一
一
ニ
)

一二

O
海
上
保
安
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

一
る
省
令
(
同
二
四
)

一
O
国
土
地
理
院
組
織
規
則
の
ア
凶
を
改
正
す

一
る
省
令
(
同
二
五
)

一
O
地
方
強
制
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

一
る
省
令
(
同
二
六
)

一
O
北
海
道
開
発
局
組
織
焼
則
の
一
部
を
改
正

一
す
る
省
令
(
同
二
七
)

一
O
地
方
航
空
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

一
る
省
令
(
同
二
八
)

一
O
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
組
織
規
則
の

一
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
同
二
九
)

一
O
国
土
交
通
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す

一
る
省
令
(
岡
三

O
)

一
O
特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
股

一
行
担
保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

一
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
(
同
三
一
)

一
O
廃
棄
物
の
処
理
及
び
消
婦
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
環
境
七
)

院到ヨヨEヨE三

1> 

。

O
来
日
本
大
震
災
に
よ
り
特
に
必
要
と
な
っ

た
一
般
廃
楽
物
の
処
理
を
行
う
場
合
に
係

る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
消
婦
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
第
十
二
条
の
七
の
十
六
に
規

定
す
る
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
築
物

の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
プ
凶
を
改
正
す

る
省
令
(
同
八
)

〔
土
口

示〕

O
向
的
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
割

問
の
全
部
を
改
正
す
る
件

(
厚
生
労
働
一

O
八
)

O
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
医
薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す

る
刊
(
同
一

O
九
)

O
厚
生
労
働
大
医
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び

施
設
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
判

一
(
同
一
一

O
)

一
四
一

，

O
療
養
の
給
付
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す

る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
級
式
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
一
一
一
)

O
訪
問
看
槌
療
養
費
及
び
公
費
負
担
医
療
に

関
す
る
費
用
の
甜
求
に
関
す
る
省
令
第
一
一

条
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
様
式
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
一
-
-
一
)

O
要
介
護
被
保
険
者
等
で
あ
る
忠
者
に
つ
い

て
療
援
に
要
す
る
費
用
の
額
を
算
定
で
き

る
場
合
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
一
一
二
一
)

O
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
者
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
一
一
四
)

ヨE"" 〈コ

Eヨ

O
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律

第
二
十
六
条
第
二
項
の
陣
容
補
償
標
準
給

付
基
礎
月
額
を
定
め
る
件
(
環
境
四
九
)

O
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
一
条
第
二
項
の
遺
族
補
償
傑
準
給

付
基
礎
月
額
を
定
め
る
件
(
同
五
O
)

三三

"" 玉王ヲZ
= 
〈コ

三三

本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
は
、

次
の
ベ
l
ジ
に
掲
賊
さ
れ
て
い
ま
す
。
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政
令
第
七
十
八
号

公
害
他
成
被
替
の
補
償
等
に
閲
す
る
法
律
施
行
令
の
一
叩
酬
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
害
健
康
被
笹
田
補
償
等
に
閃
す
る
法
律
(
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
)
第
四
十
条
第
一
項
、
第

四
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
第
二
項
及
び
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
{
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
の
表
の
下
欄
中
コ
ニ
万
五
千
七
百
円
」
を
「
三
万
五
千
四
百
円
」
に
、
「
三
万
三
千
七
百
円
」
を
コ
二
万

三
千
四
百
円
」
に
、
「
二
万
四
千
八
百
円
」
を
「
二
万
四
千
六
百
円
」
に
、
「
二
万
二
千
八
百
円
」
を
「
二
万
二
千
六
百
円
」

に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
六
十
五
万
円
」
を
「
六
十
五
万
六
千
円
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
号
中
「
五
十
九
円
六
十
九
銭
」
を
「
五
十
八
円
一
ニ
銭
」
に
改
め
る
.

別
表
第
五
の
下
欄
中
「
千
六
百
二
十
三
円
九
十
四
銭
』
を
「
千
七
百
二
十
一
円
二
十
五
銭
』
に
」
千
九
十
八
円
五
十

五
銭
」
を
「
千
百
六
十
四
円
三
十
八
銭
」
に
、
『
千
三
円
二
銭
」
を
「
千
六
十
三
円
十
三
銭
」
に
、
「
九
百
五
十
五
円
二
十

六
銭
」
を
「
千
十
二
円
五
十
鈴
」
に
.
「
じ
百
十
六
円
四
十
五
銭
」
を
「
じ
百
五
十
九
円
三
十
八
銭
」
に
」
百
六
円
十
四

銭
」
を
「
百
十
二
円
五
十
銭
」
に
改
め
る
一

附

則

(
施
行
則
日
〉

ー
と
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
}
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
凶
}

2

平
成
二
十
六
年
一
ニ
月
以
前
回
月
分
の
療
養
手
当
の
額
、
同
月
三
十
一
日
以
前
の
死
亡
に
係
る
葬
祭
料
の
傾
及
び
平

成
二
十
五
年
度
思
川
の
分
の
汚
染
負
荷
抵
賦
疎
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

環
抽
出
大
臣
石
原
伸
晃

内
聞
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

(号外第 64号)幸日

を
こ特
こ定
にタ
公ン
布力
す l
るに
。係

る
特

露
償
説

話
f了
担
保
契

韓
関
す
る

罰
措
臨
法
施
行
令
の

部

長
手
る
政
令

"'" 回

御

名

御

到t

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日

水11曜日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

一
政
令
第
七
十
九
号

日
一
特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
服
行
担
保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
地
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

5
一

政

令

引
一
内
附
は
、
特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担
保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
(
平
成
二
十
四
年
法
律

山
一
第
五
十
二
号
)
第
二
条
第
十
号
イ
及
び
第
十
一
号
口
並
び
に
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

F
一
特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担
保
契
約
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
(
平
成
二
十
四
年
政
令
第

3
一
百
じ
十
四
号
)
町
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

年
一
第
一
条
中
『
七
億
三
千
八
百
万
円
」
を
「
八
億
七
千
三
百
万
円
」
に
改
め
る
・

ヨ
一
第
二
条
中
「
六
千
三
百
九
十
六
億
千
三
百
三
一
十
五
万
五
千
円
』
を
「
七
千
六
百
四
十
四
億
三
千
三
百
二
十
九
万
四
千

訂
一
円
」
に
改
め
る
.

応
一
第
一
日
一
条
中
川
ト
千
五
百
万
円
』
を
「
千
七
百
万
円
」
に
改
め
る
・

平
一
こ
の
制
令
刷
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
・

国
土
宗
通
大
臣
太
閤
昭
宏

内
閣
総
理
中
入
院
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

襲
物
の
処
理

き
消

11 
l閉
す
る
法
11! 
施
行
令
の

部
を
改
正
す
る
政
令
を
」

』

公
布
す
る

御

御

盟

名平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

政
令
第
八
十
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
消
婦
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
斑
楽
物
の
処
理
及
び
消
掃
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
)
第
六
条
の
ニ
第
二
項

及
び
第
三
項
目
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

廃
業
物
の
処
理
及
び
消
婦
に
関
す
る
法
律
施
行
令
(
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
.

附
則
第
四
条
中
『
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
』
を
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
』
に
改
め
る
.

国
附
閑
只

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

環

境

大

臣

石

原

伸

晃

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

母
子
及
び
寡
姉
福
祉
法
略
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
己
こ
に
公
布
す
る
。

御

御

現

名平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日

内
問
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

政

令

第

八

十

一

号

、

母
子
及
び
寡
姉
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
聞
は
、
母
子
及
び
寡
婦
摘
祉
法
〔
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
月
)
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
‘

己
の
政
令
を
制
定
す
る
.

母
子
及
び
寡
婦
縞
祉
法
施
行
令
(
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
四
時
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
二
倍
』
を
「
一
・
七
倍
」
に
改
め
る
.

附

則

こ
の
政
令
は
、

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
岡
村
山
血
久

内
問
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

御

l，~ 

現

名平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

政
令
第
八
十
二
号

介
灘
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
.
介
繊
保
険
法
(
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
)
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。
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介
趨
保
険
法
施
行
令
(
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
M

申
告
加
え
る
a

(
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
地
域
支
一
援
事
業
の
額
に
関
す
る
特
例
)

第
十
八
条
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
法
第
宵
L
1
五
条
の
四
十
五
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
認
知
症
で

あ
る
怯
保
険
者
に
対
す
る
支
損
又
は
被
保
険
古
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
に
係
る
体
制
の
披
仰

の
促
進
を
行
う
事
業
と
し
て
厚
生
労
働
大
庄
が
定
め
る
も
の
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
又
は
新
た
に
実
施
し
よ

う
と
す
る
市
町
村
に
つ
い
て
の
第
三
十
b
条
の
十
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
百
分
の
三
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
五
百
万
円
を
加
え
た
額
を
超
え
な
い
随
聞
で
厚
生
労
働
大
臣
が

相
当
と
認
め
る
制
」
と
、
「
及
び
地
域
支
扱
事
き
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
は
給
付
見
込
傾
に
百
分
の
こ
を
乗
じ
て

得
た
師
向
地
域
文
般
事
業
」
と
も
寸
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
一
己
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
付
見
込
額
に
百

分
の
こ
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
五
百
万
円
を
加
え
た
額
を
超
え
な
い
範
囲
で
原
生
労
働
大
臣
が
相
当
と
認
め
る

翻
)
」
と
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
コ
ニ
百
万
円
と
し
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
八
百
万
円
を
超
え
な
い
他
国
で
厚
生
労

働
大
臣
が
相
当
と
認
め
る
額
と
し
」
と
.
同
項
第
二
号
ロ
中
「
百
分
の
凹
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
『
百
分

の
四
を
乗
じ
て
得
た
舘
に
二
千
五
百
万
円
を
加
え
た
額
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、

(号外第 64号)

公
布
白
日
か
ら
施
行
す
る
.

厚
生
労
働
大
胆
田
村
山
臨
久

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

事日

平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
児
虫
手
当
法
に
基
づ
き
一
般
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
拠
出
金
に
係
る
拠
出
金
事
を
定
め

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
.

政
令
第
八
十
三
号

平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
児
童
手
当
法
に
器
づ
き
一
般
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
拠
出
金
に
係
る
拠
出
金
率
を

定

め

る

政

令

ー

内
閣
は
‘
児
童
手
当
法
(
昭
和
四
十
六
年
法
館
第
七
十
三
号
)
第
二
十
一
条
第
二
項
目
規
定
に
基
づ
き
.
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
.

平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
児
誼
手
当
法
第
二
十
-
条
第
一
項
の
拠
出
金
率
は
、
千
分
の
}
・
五
と
す
る
.

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
坦
行
す
る
.

O
内
閣
府
令
第
十
九
号

金
融
商
品
取
引
法
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
)
第
五
条
(
同
法
第
二
十
じ
条
に
お
い
て

mmす
る
場
合
を

含
む
J
.
第
二
十
四
条
{
同
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
て
第
二
十
四
条
の
四
の
七
(
同
法
第

二
十
七
条
に
お
い
て
車
用
す
る
場
合
を
含
む
。
て
第
二
十
四
条
の
五
(
同
法
第
二
十
じ
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

合
む
J
.
第
百
九
十
三
条
及
び
第
百
九
十
三
条
の
こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法

に
関
す
る
規
則
等
の
一
郎
を
改
正
す
る
内
附
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日

世1

御

盟

名平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日

""" 旨7l<n謹日平成 26年 3月 26日5 

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

厚
生
労
働
大
臣
田
村
滋
久

内
聞
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

内
閣
総
迎
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
麻
生
太
郎

財
務
純
表
制
却
の
用
縮
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
閃
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

(
財
務
時
表
等
の
用
裕
、
帥
悼
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
}

第
一
条
財
務
時
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
閲
す
る
規
則
(
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
九
号
)
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

3
1
K
H
H
「
第
七
草

i
d
-
-
i
 

自
/
耳

外特
国定
会会
社社
のの
財財
務I先
日昔諸
表表

第第
百百

十十
九七
条条

第第
百百

干平
三八
巻舎
を

第第第
九八七
草章章

外特特
国定例
会会財
社社務
のの緒

表
拠
出
会
制
の
財
務
諸
表
(
第
百
二
十
じ
条
・
第
百
二
十
八
条
〕

財

務

諸

表

(

第

百

二

十

九

条

・

第

百

三

十

条

)

に

改

め

る
1

財
務
柑
表
(
第
百
三
十
一
条
|
第
百
三
十
五
条
〉
』

第
一
条
第
一
項
中
「
第
百
二
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
十
九
条
第
二
項
』
に
、
「
第
七
草
」
を
「
第
八
章
」
に

改
め
‘
同
条
第
三
項
中
「
す
べ
で
」
を
『
会
て
」
に
改
め
る
.

第
一
条
の
ご
の
見
出
し
中
「
適
用
」
を
「
特
定
会
社
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
七
章
」
を
『
第
八
章
」
に
改
め
、

同
条
を
第
一
条
の
こ
の
こ
と
し
、
第
一
ノ
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
.

(
連
結
財
務
時
表
を
作
成
し
て
い
る
会
社
の
特
例
)

第
一
条
の
ニ
連
絡
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
会
祉
の
う
ち
、
会
社
法
(
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
)
第
二

条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
会
計
監
査
人
投
世
会
社
〔
第
二
条
に
規
定
す
る
別
記
事
業
を
営
む
株
式
会
社
又
は
指
定

法
人
を
除
く
。
第
七
輩
に
お
い
て
「
特
例
財
務
諸
表
提
出
会
社
」
と
い
う
J
が
提
出
す
る
財
務
諸
表
の
用
踏
‘
様

式
及
び
作
成
方
法
は
、
同
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
己
と
が
で
き
る
.

第
一
条
の
三
中
『
第
八
市
」
を
「
第
九
市
』
に
改
め
る
。

第
八
条
第
三
十
項
中
「
(
平
成
十
七
年
法
徳
第
八
十
六
号
と
を
削
る
.

第
八
条
の
六
に
次
回
一
項
を
加
え
る
。

4

前
各
項
に
規
定
す
る
事
項
は
、
財
務
諸
表
提
出
会
社
が
連
結
財
務
時
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
記
載
す

る
こ
と
を
麗
し
な
い
.

第
八
条
の
二
十
三
第
四
項
中
「
{
第
四
号
及
び
第
五
号
を
除
く
J
」
を
削
る
.
、

第
八
条
の
二
十
八
に
次
の
-
項
を
加
え
る
。

2

前
項
各
号
に
定
め
る
事
項
は
‘
財
務
諸
表
提
出
会
社
が
連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
記
載
す

る
こ
と
を
袈
し
な
い
.

第
十
九
条
中
『
百
分
の
ご
を
「
百
分
の
五
』
に
改
め
る
.

第
二
十
条
に
次
回
二
咽
を
加
え
る
.

3

前
頃
に
規
定
す
る
事
項
は
、
財
務
諸
表
提
出
会
社
が
辿
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
記
載
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
.

第
二
十
四
条
中
「
百
分
の
ご
を
「
百
分
の
五
」
に
改
め
る
.

第
二
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

前
項
に
規
定
す
る
事
項
は
、
財
務
諸
表
提
出
会
社
が
述
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
記
載
す
る

こ
と
を
要
し
怠
い
.

第
二
十
六
条
の
ニ
に
次
の
一
項
を
加
え
る
.

5

前
項
に
規
定
す
る
事
項
は
、
財
務
諸
表
提
出
会
社
が
連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
記
載
す
る

こ
と
を
袈
し
な
い
.

第
一
-
十
九
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
九
条
中
「
百
分
の
ご
を
「
百
分
の
五
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
を
削
る
.

第
四
十
二
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
.

3

前
二
項
に
規
定
す
る
事
項
は
、
財
務
諸
表
提
出
会
社
が
連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
記
載
す

る
こ
と
を
裂
し
な
い
.

第
四
十
二
条
の
こ
を
第
四
十
二
条
と
す
る
.

第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
三
条
中
「
百
分
の
ご
を
「
百
分
の
五
』
に
改
め
る
.
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